
























島方言では、多良間島方言にみられる母音 /ɨ/ および成節的な /L/ が /i/ 、/




　水納島は多良間島の北方約 8km に位置する、面積 2.153 ㎢の小さな島である。





という。なお、1959 年には 200 人近くの島民がいた。
　次に、水納島方言の音韻の概略を示す。３つの短母音音素と５つの長母音音素、
17 の子音音素、２つの特殊音素がみとめられる。




納島方言にはみとめられず、多良間島方言の /ɨ/（[ɨ ～ sɨ, zɨ ]）に /i/ が対応し
ている 3。以下、水納島方言の例には【M】、多良間島方言の例には【T】を付し
て示す。
(2) 「ひげ」 【M】/pigi/ [piɡ i ] ―【T】/pɨgɨ/ [p sɨɡ zɨ ]
 「米」　 【M】/mai/ [mai ] ―【T】/maɨ/ [maɨ ]





た「高野」における臨地調査で得られた音声資料である。調査には K.C さん（男性、1933 年水納島生（＊ 2011




3 ただし、音声としての [ɨ ] が全く現れないわけではない。多良間島方言では [s ]、[z ]、[ts ] に中舌母音 [ɨ ] が後続した音
節は現代日本語共通語の「ス・ズ・ツ」（[sɯ ]、[dzɯ ]、[tsɯ ]）に近く、さらに語末の [ɨ ] は多く無声化するのだが、水






(3) 「芋」　　 【M】/Nː/ [mː ～ nː ] ―【T】/Mː/ [mː ]
 「波が」　 【M】/naNnu/ [nannu]（cf.「波」/naN/ [nam]）―
　　　　　　 【T】/naMnu/ [namnu]
 「飲んだ」【M】/nuNtai/ [nuntai ] ―【T】/nuMtaL/ [numtal ]
　また水納島方言では、格助辞 =ju、係助辞 =ja が（語幹）末尾音が [m] である
語に後接すると、順行同化の現象（融合現象）が生じる 4。多良間島方言にはこの
現象はみとめられず、この点においては、水納島方言は他の宮古諸方言に似ている。
(4) 「着物を」　【M】/kiNnu/ [kinnu]（< kiɴ=ju）―【T】/kɨNju/ [kɨV
～
=ju ]
 「網は」　　【M】/aNna/ [anna ]（< am=ja））―【T】/aMja/ [am=ja ]
　また多良間島方言に見られる側面音 /L/ について、水納島方言では、多良間
島方言の /L/ に /i/ あるいは /ri/ が対応している。
(5) 「頭」　   【M】/kanamai/ [kanamai ] ―【T】/kanamaL/[kanamal ]
 「刈る」　【M】/kai/ [kai ] ―【T】/kaL/ [kal ]
 「耕す」   【M】/kadiː/ [kadiː] ―【T】/kadiL/ [kadil ]
 「西」　   【M】/iri/ [iɾi ] ―【T】/iL/ [il ]













　・活用のタイプは「サアリ型」である。（語根＋ sja ／ sa ＋ ai）
　・形式のタイプには以下の３種がある。
　　①語根＋ sja ＋ ai　　ex. 「高い」　takasjaːi（taka ＋ sja ＋ ai）
　　②語根＋ sa ＋ ai　　 ex. 「安い」　jaqsaːi（jasu ＋ sa ＋ ai）
　　③順行同化型
　　 ex. 「冷たい」　piguqraːi（piguru ＋ sja ＋ ai）（／？）
　　　　「軽い」　kaqraːi（*kari ＋ sja ＋ ai）（／kaisjaːi（kai ＋ sja ＋ ai））
　　　　「熱い」　aqcjaːi（acu ＋ sja ＋ ai）（／？）
　　　　「薄い」　piqcjaːi（pisji ＋ sja ＋ ai）（／pisjisjaːi（pisji ＋ sja ＋ ai））
　・新たに、以下のような形式も生じている。
　　④語根 -su ＋ sja ＋ ai　 ex. 「恐ろしい」　uturususjaːi（uturu-su ＋ sja ＋ ai）
　(7)　多良間島方言の形容詞の基本構造
　・活用のタイプは「サアリ型」である。（語根＋ sja ／ sa ＋ aL）
　・形式のタイプには以下の３種がある。
　　①語根＋ sja ＋ aL　　ex. 「高い」　takasjaːL（taka ＋ sja ＋ aL）
　　②語根＋ sa ＋ aL　　 ex. 「安い」　jaqsaːL（jasɨ ＋ sa ＋ aL）
　　③順行同化型          　 ex. 「冷たい」　piguqraːL（piguL ＋ sja ＋ aL）
　　　　　　　　　　　 　 　「軽い」　kaqraːL（kaL ＋ sja ＋ aL）
　　　　　　　　　　　　  　「熱い」　aqcjaːL（acɨ ＋ sja ＋ aL）
　(6)、(7) について、水納島方言と多良間島方言のいずれでも、①と②の









＞ L ＞ i という音の変化に伴って基本形の語根（/kaL-/）と語根用法に現れる
形（/kai-/）にズレが生じ、後者（/kai-/）をベースとする基本形が新たに作ら







　　　「大切だ」　 atarasusjaːi　　   「大切な友達」　atarasu+tungara


























接続形（順接） nu 形（非過去） takasja-nu（／ takasja-N） ―
条件形
有効 kaː 形 tatasjaː-taka{ra}ː








/-su/（[-sɨ ～ sɯ ]）のついた形式も名詞を修飾する。語根 -su の形式は感情など
の内的状態を表わす形容詞にのみ見られる。
　(10) ureː (<uL=ja) kai+munu=gama　 ai=ba　　qva=N=mai　 mut-ariː=du　　s-u.
 　   それ =TOP　   軽い .ROOT+ モノ =DIM　   COP=CJP　   2sg.=DAT=ADD　  持つ -POT.SEQ1=TOP　する -IND
 それは軽いものだから、あなたでも持てる。
　(11) Nːna=ne:　　eːguː (<eːgu=ju)　　sj-itakaraː　　pukara-su+munu.







 寒い -INDi=CJP　 畑 =ALL=TOP　　　 行く -NEG
 寒いから畑へは行かない。
　(13) kanagai=ja　　qsusjaː-tai=ba=du　　pitu=kara　　nuzum-ari-tai.
 昔 =TOP　　　　白い -PST=CJP=FOC　　 人 =ABL　　　　望む -PASS-PST
 昔は白かったからもてた。
　(14) miːsjaː-i=sjuga=du　　　baNna (<baN=ja)　　atar-aN-niː　　　suti-ru.





　(15) 「高い」　takasjaːi（終止 i 形）
 　　　　takasjadaːi（終止 du 融合形）
－ 67－





　「特性規定」5 の形容詞述語文（[NP-ja　AP] 型など）では、(15) のいずれの
形式も用いられる。ただし、終止 i 形の出現率は低めである。このとき、焦点は
述語部分あるいは文全体にある。
　(16) pukugi=nu　　nai=ja　　{kiːru+munu ／ kiːrusja-daːi ／ kiːrusjaː-i}.
 福木 =GEN1　　  実 =TOP　　黄色い .ROOT+ モノ／黄色い .STEM-INDdu ／黄色い .STEM-INDi
 福木の実は黄色い。
　(17) unu　　izju=nu　　kaː=ja　　{kupasja-daːi ／ kupa+munu ／ kupasjaː-i}.
 その　　魚 =GEN1　　皮 =TOP　　固い .STEM-INDdu ／固い .ROOT+ モノ／固い .STEM-INDi
 この魚の皮は固い。
　(18) unu　idzoː　 puni=nu　ikirasjaː-i=ba　{foːjasu+munu ／ foːjaqsaː-i ／ foːjaqsa-daːi].
　　 その　  魚 .TOP　 骨 =NOM2　　少ない-INDi=CJP　　食いやすい .ROOT+ モノ／食いやすい .STEM-INDi ／食いやすい .STEM-INDdu
 この魚は骨が少ないから食べやすい。
　(19) kinuː=juisjaː　　kjuː=ja　　{piːsja-daːi ／ pisji+munu ／ piːsjaː-i}




　(20) pitoː　　gaqfiːsja-daːi=sjuga=du,　　zjiNna　　{ikirasjaː-i ／ ikira+munu}.
 人.TOP　　多い .STEM-INDdu=ADVRS=FOC　　   銭 .TOP　　　少ない .STEM-INDi ／少ない .ROOT+ モノ
5







 あの　　　人 .TOP　 髪 =NOM2=TOP　 長い .STEM-INDi
 あの人は髪が長い。
　(22) weː,　　uma=nu　　izju=nu=du　　　{foːjaqsaː-i ／ foːjasu+munu}.
 INTJ　　魚 =GEN1　　魚 =NOM2=TOP　　食いやすい .STEM-INDi ／食いやすい .ROOT+ モノ
 ほら、こっちの魚（の方）が食べやすい。
　(23) kinuː=juisjaː　　kjuː=du　　{piːsjaː-i ／ pisji+munu}





　以上のことから、「特性規定」の形容詞述語文における終止 i 形と終止 du 融
合形は、「焦点化」の位置によって使い分けられていると言える。一方、語幹
+munu の形式は、焦点化助辞 =du が先行して現れているか否かに関わらず用い
られ得ることから、その使い分けに焦点化の位置は関わっていないと考えられる。
　なお、多良間島方言にも終止 i 形に対応する「終止 L 形」（e.g. takasjaːL）、
終止 du 融合形（e.g. takasjadaːL）が現れるが、水納島方言の場合とは異なり、
焦点化の位置による使い分けはみとめられなかった（(25)）。
　(25) 入れ替えテスト（多良間島方言）
 kutusëː　　ami=nu=du　　　{ikirasjaː-L=naː ／ ikirasjadaː-L=naː}.
 今年 .TOP　　雨 =NOM2=FOC　　少ない .STEM-INDL=SFP ／少ない .STEM-INDdu=SFP
 今年は雨が少ないな。
 kunu　　pɨtu　　a-takaː　　  {zjausjadaː-L ／ zjausjaː-L }.




　感情などのヒトの内的状態をあらわす形容詞述語文（[NP=ja (X) AP] 型など）
では、感情の主体および感情をひきおこす対象・要因 (NP) の発話者との関わり
方によって、述語の形式の現れやすさが変わる。まず、主体 = 発話者かつ対象・
要因も発話者自身にある場合、終止 du 融合形、終止 i 形が用いられやすい。
　(26) pitu=nu　mai=Nkeː　ik-iː　　eːguː　sj-itakaraː {pazukasja-daːi ／ pazukasjaː-i}.
 人 =GEN1　  前 =ALL　　　　行く -SEQ1　歌 .ACC　 する -COND　　恥ずかしい .STEM-INDdu ／恥ずかしい .STEM-INDi
 人の前へ行って歌うのは恥ずかしい。
　(27) toː=mai　　asub-iː　　　qfi-N-niː　　　　 sabiqsja-daːi.
 誰 =ADD　　 遊ぶ -SEQ1　　くれる -NEG-CJF　　寂しい .STEM-INDdu
 誰も遊んでくれないから寂しい。
　(28) kanu　　jarabi=uba　　mi(nu)fusja-daːi.





 (29) vaː　　 　 upugi-na　　　nar-iqti=mai　　　　katazukiː　　　 kutu　 　qsa-dakaraː
　　 2SG.TOP　　その大きさ - ナ　　なる -SEQ2=ADD　　   片づける .ADN　　 こと . Φ　　知る -NEG.COND
 pazuka-su+munu　　　   　 ar-aN=naː.




 皆 =INS2　　  歌 .ACC　　する -COND  　　嬉しい .ROOT-su+ モノ
 みんなで歌を歌ったら楽しい。








　(31) kama=nu　　inaː　　 pitu=N　 sugu　beːru=ba=du　　{uturususjaː-i ／ uturusu+munu}.
 あそこ =GEN1　　犬 .TOP　　人 =DAT　　すぐ　　吠える =CJP=FOC　　恐ろしい .STEM-INDi ／恐ろしい .ROOT(-su)+ モノ
 あそこの犬は人にすぐ吠えるから怖い。
　(32) dusu=nu=du　　　　sjini-tai=ba=du　　　 {kimugaː+munu ／ kimugaːsjaː-i}.
　　 友だち=NOM2=FOC　　死ぬ -PST= CJP=FOC　　心苦しい .ROOT+モノ／心苦しい .STEM-INDi
 友だちが死んで悲しい。
　(33) qfa=nu=du　　　 isja=N　　　nar-iː　　　 pukara-su+munu.





 あの　　　　　　子 =TOP　　　嫌い .ROOT+ モノ =SFP
 あの子は嫌（な子）だよ。{ ※人に嫌われる性質である、ということ。}
　感覚や生理現象といったヒトの内的状態を表す文について、用例が少なく十分
な考察ができていないのだが、終止 i 形と語根 +munu の形が主に用いられるよ
うである。なお、感嘆詞などとともに発話者が自身の「今」の内的状態を直接的
に発露する場合は、感嘆法の形式も用いられる（(37)）。
　(35) kjuː=ja 　sjigutu=u=du　 jamakasja　 sj-iː　 　{bugarisjaː-i ／ bugari+munu}.
 今日 =TOP　　仕事 =ACC=FOC　　　　山のように　　　　 する -SEQ1　  疲れている .STEM-INDi ／疲れている .ROOT+ モノ
 今日はたくさん仕事をして疲れている。
6 /minufusju+munu(=joː)/ という形もある（minufusju は minufu-su からか）。また、この例 (34) の munu は（形式）名詞性
が高い、すなわち、文法化の度合いが小さいように思われる。名詞述語文とすべきか。
－ 71－
　(36) tida=nu　　　cjuːsja-N=du　　{miputi(r)i+munu ／ miputiraː-i}.
 太陽 =NOM2　　強い -CJF=FOC　　眩しい .ROOT+ モノ／眩しい .STEM-INDi
 太陽が強くて眩しい。
　(37) kanamai=nu　　{koːsja-nu ／ koː+munu}．




























言では、語根 +munu の形式の munu に、明らかに形式名詞であるものと名詞性
が薄い（≒文法化）ものとがあり、後者はその文が表す文法的意味によって、そ




































1,2,3 first person, second person, third person ABL  　ablative
ACC accusative   ADD 　additive
ADN adnominal   ADVRS 　adversative
ALL allative   CJF 　conjunctive form
CJP conjunctive particle  CNC 　concessive
COND conditional   COMP 　comparative
COP copula   DAT 　dative
DIM diminutive   EXC 　exclamatory
FOC focus    GEN 　genitive
IMP imperative   IND 　indicative（※いわゆる終止形）
INS instrumental   INF 　infinitive（※いわゆる連用形）
INTJ interjection   LOC 　locative
NEG negation, negative  NOMF 　nominal forms of verb
NOM nominative   PASS 　passive
PST past    PLN 　plural noun
POT potential   PROH 　prohibitive
Q question particle/marker QUOT 　quotative
RES resultative   ROOT 　root
SEQ sequential converb ( ※いわゆるテ形 ) SFP 　sentence-final particle
SG singular   STEM 　stem




ター総会・研究発表会（2016 年 7 月 2 日 (土 )、琉球大学法文学部）で行った研
究発表「多良間・水納島方言形容詞の叙述法断定の形式」に加筆・訂正を加えた
ものである。発表の席上、会場のみなさまより貴重なご意見とご助言を賜った。
この場を借りて厚く御礼申し上げる。
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